
騎西特別支援学校全体研修について（ご案内）

１　目　的　
児童生徒の実態に応じて人権に基づく包括的性教育ができるようにする。児童生徒の支援や指導における悩みや疑問に思うことを出し合って考えることで、児童生徒の支援や指導に生かし、保護者からの相談などに応じられるようにする。
２　日　時　　　令和６年８月２９日（木）   講　話１３：３０～１４：３０
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 分科会１４：４０～１５：４０　　

３　講　師　　　講　話　千住真理子　様
分科会　日暮かをる　様
　　　　　　　　　　　　永野佑子　　様
　　　　　　　　　　　　児嶋芳朗　　様


４　演　題　　　「性は人権、包括的性教育を進めるために
～キャリア教育の観点で生活をゆたかにするには～」

５　分科会　　　　騎西特別支援学校の実践紹介や悩み相談など

６　対象者
①騎西特支学区域の小・中学校、関係支援機関
②県内特別支援学校教員の希望者


[bookmark: _Hlk136698614]７　実施方法　　①本校で対面による講話・分科会

②Ｚｏｏｍによるオンライン（接続は各所属１回線でお願いします）
※オンラインでの参加の場合は講話のみになります。Ｚｏｏｍのミーテ
ィングＩＤ及びパスコードは、申し込みいただいたメールアドレス宛に　
月　日頃通知致します。

　　　　　　　　
８　申し込み方法
騎西特別支援学校ホームページ内のGoogleフォームよりお申し込みください。

[bookmark: _GoBack]９　申し込み期日　　令和６年７月２６日（金）　
　　
１０　講師の紹介

講話講師
千住真理子様（堺市立中学校で音楽、障害児学級を受け持ち、障害児学校にも勤める。相談員教員、作業所職員らと障がいのある中学生の性のセミナーに取り組む。退職後は、高等部卒業後の学びの場「ぽぽろスクエア」に立ち上げから関わり、性教育と進路の授業を担当。在職中からぽぽろスクエアを借りて、障害のある中学性の性のセミナーを行う。）
著書：『生活をゆたかにする性教育』〈クリエイツかもがわ〉、『イラスト版発達に遅れのある子どもと学ぶ性の話』（合同出版）、『性と生の支援　性の悩みやとまどいに向き合う』（本の種出版）、「障害のある青年たちとつくる『学びの場』ステキな人生を歩んでいくために」（かもがわ出版）等

分科会講師
日暮かをる様（特別支援学校元教諭、現在は“人間と性”教育研究協議会障害児・者サークルの世話人、子どもの権利条約市民NGOの会事務局、民主教育研究所「ジェンダーと教育」委員、包括的性教育推進法の制定をめざすネットワーク副事務局長など。自分たちも学び続けながら講演や相談活動に取り組んでいる。）
　　　　　　　　　
永野佑子様（東京都立中学校特別支援学級担任を38年勤める。学級の子どもたちの性的問題行動から性教育を始めた。そのことで生徒が大きく変わっていき、それ以降性教育実践を続けてきた。1989年「生きる力を育てる性教育」で読売教育賞最優秀賞を受賞。それ以来、障害児の性教育を続け、退職後も「性教育旅芸人」の一員として活動中。福祉型専攻科「More Timeねりま」の立ち上げに携わる。）

児嶋芳朗様（立正大学社会福祉学部社会福祉学科教授、研究分野：性教育、特別ニーズ教育、特別支援教育、障害児教育学。障害のある子どもに対する学校教育や福祉のあり方に関する研究。“人間と性”教育研究協議会障害児・者サークルの世話人おもな著書：「新版　人間と性の教育 第6巻 人間発達と性を育むー障害児・者と性〈共著〉」「発達支援と相談援助―子ども虐待・発達障害・ひきこもり〈共著〉」など）騎西特別支援学校
担当　【研究研修部】　　市之瀨　渉
電話　０４８０－７３－３５１０


